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北
宋
沿
議
五
路
に
於
け
る
保
申
編
排
に
つ
い
て

羽

生

健

北
宋
神
宗
朝
の
照
寧
コ
一
年
（
一

O
七
C
）
に
発
布
さ
れ
た
王
安
石
の
保
甲
法
は
、
衆
知
の
如
く
新
法
の
一
環
と
し
て
施
行
さ
れ
た
も
の
で
、

他
の
新
法
諸
法
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
こ
こ
に
と
り
上
げ
た
保
甲
法
も
諸
法
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
が
、
中
で
も
役
法
と
の
関

係
が
最
も
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
は
保
甲
法
が
家
と
家
と
を
結
び
つ
け
て
保
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
郷
村
自
治
の
組
織
と
し
、
そ
の
抑
制
織
を
通
し
て

郷
村
支
配
を
行
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
本
論
で
は
王
安
石
の
保
甲
編
排
に
於
け
る
保
の
規
模
を
さ
ぐ
り
、
荷
宋
に
お
い
て
新
に
行
政
区
轄
と

し
て
登
場
し
て
く
る
都
や
保
の
淵
源
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
そ
れ
が
役
法
の
面
に
於
い
て
ど
う
影
響
し
た
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。

王
安
石
の
保
甲
法
は
神
宗
の
照
寧
コ
一
年
先
ず
開
封
府
界
に
は
じ
め
ら
れ
漸
次
全
国
に
及
ぼ
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
保
甲
編
排
に

つ
い
て
み
る
と
、
宋
会
要
椅
稿
兵
二
・
義
勇
保
甲
の
項
に

中
書
門
下
言
。
司
畏
・
寺
定
到
畿
県
保
甲
条
制
。
凡
十
家
為
一
保
。
選
主
戸
有
心
カ
者
一
人
為
保
長
。
五
十
家
為
一
大
保
。
選
主
戸
最
有
心

力
及
物
力
最
高
者
一
人
為
大
保
長
。
十
大
保
為
一
都
保
。
選
主
戸
最
有
行
止
心
力
材
勇
為
衆
所
伏
及
物
力
最
高
者
二
人
為
都
副
保
正
。
凡

選
一
家
両
丁
以
上
。
通
主
客
為
之
。
謂
之
保
丁
。
但
二
丁
以
上
皆
充
。
単
丁
老
幼
病
患
女
一
戸
等
。
不
以
多
少
並
令
就
近
附
保
。
両
丁
以
上

更
有
余
人
身
力
少
壮
者
並
令
附
保
。
（
中
略
）
。
保
甲
如
有
人
戸
沸
．
移
死
絶
即
兵
状
申
県
。
如
同
保
人
戸
不
及
五
戸
別
聴
併
入
別
保
。
其
有

北
宋
沿
辺
五
路
に
於
け
る
保
甲
編
排
に
つ
い
て
（
羽
生
〉

四
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外
来
人
戸
入
保
居
止
者
亦
使
仰
申
県
収
入
保
甲
。
本
保
内
戸
数
雄
足
且
令
附
保
収
係
。
侯
及
十
戸
即
却
令
別
為
一
保
。

（
中
略
）
。
逐
保

各
置
牌
拘
管
人
戸
及
保
丁
姓
名
。
如
有
申
報
木
県
文
字
並
令
保
長
輸
業
保
丁
苓
送
。
白
乞
選
官
先
子
開
封
府
祥
符
県
暁
諭
人
戸
。
朗
親
団

成
保
甲
・
不
得
別
致
掻
擾
。
候
成
次
序
以
次
差
官
。
請
逐
県
依
此
施
行
。
並
従
之

と
あ
る
。
主
戸
客
戸
の
別
な
く
両
丁
以
上
あ
る
家
を
対
象
に
、
十
家
を
一
保
、
五
十
家
を
一
大
保
、
五
百
家
を
一
都
保
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
責

任
者
と
し
て
保
長
、
大
保
長
一
、
都
副
保
正
を
置
く
。
単
丁
、
老
幼
、
病
患
、
女
戸
等
は
結
保
か
ら
除
き
、
只
近
隣
の
保
に
附
属
さ
せ
る
だ
け
で

保
丁
は
と
ら
な
い
。
逃
移
、
死
絶
な
ど
で
保
内
の
戸
数
が
五
戸
以
下
に
減
少
し
た
時
は
別
保
に
併
入
す
る
。
外
来
戸
は
保
に
収
係
し
て
お
き
、

十
戸
に
及
ん
だ
時
新
に
一
保
を
つ
く
る
。
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
保
叩
編
排
が
主
戸
、
客
戸
の
別
な
く
丁
数
を
対

象
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
十
家
を
一
保
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
単
丁
、
老
幼
、
病
患
、
女
戸
の
戸
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
そ
れ
が
い
か

に
富
強
戸
で
あ
ろ
う
と
結
保
か
ら
除
か
れ
、
逆
に
両
丁
以
上
あ
る
戸
は
い
か
に
貧
窮
戸
で
あ
ろ
う
と
結
保
の
対
象
と
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
丁
数
対
象
、
十
家
一
保
の
制
度
は
、
長
編
巻
二
四
八
照
寧
六
年
十
一
月
戊
午
の
条
に

司
農
寺
言
。
開
封
白
川
界
保
甲
。
以
五
家
相
近
者
為
一
保
。
五
保
為
一
大
保
。
十
大
保
為
一
都
保
。
但
及
二
百
戸
以
上
。
並
為
一
都
保
。
其

正
長
人
数
且
令
依
旧
。
即
戸
不
及
二
百
者
、
各
防
近
便
弁
隷
別
保
。
諸
路
依
此
。
従
之

と
あ
る
如
く
、

照
寧
六
年
十
一
月
に
、

主
家
を
一
保
、

五
保
を
一
大
保
、

十
大
保
を
一
都
保
と
す
る
べ
く
結
保
の
規
模
変
更
が
行
わ
れ
て
い

る
。
文
面
の
み
か
ら
判
読
す
る
と
結
保
の
規
模
が
半
分
に
縮
少
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
感
じ
を
う
け
る
が
、
長
編
巻
二
六
七
照
寧
八
年
八
月
壬
子
の

条

司
農
寺
言
。
保
甲
之
法
。
主
客
一
円
五
家
相
近
者
為
小
保
。
五
小
保
為
大
保
。
十
大
保
為
都
保
。
諸
路
皆
準
此
行
之
。
惟
開
封
府
界
王
路
則

除
符
戸
。
独
選
主
一
戸
有
二
丁
者
入

F．
保
。
以
故
小
保
有
不
十
数
十
家
。
大
保
有
罰
百
余
家
。
部
保
需
数
百
家
。
人
数
過
多
地
分
澗
述
。

保

有
犯
。
連
坐
者
衆
。
査
立
法
之
初
有
所
未
尽
。
欽
令
聞
到
府
界
五
路
。
依
話
路
一
制
排
。
詔
向
A
O
f

保
叩
三
年
一
造
簿
編
排
。
開
封
府
界
五
路



候
造
簿
日
如
所
請
施
行

と
あ
っ
て
、
開
封
山
川
界
及
び
四
夏
、
遼
と
境
す
る
所
謂
沿
辺
五
路
（
河
北
西
路
、
河
北
東
路
、
永
興
一
半
路
、
秦
鳳
等
路
、
河
東
路
）
で
は
、
保
印

編
掛
は
十
十
一
戸
の
み
で
行
わ
れ
、
祥
一
戸
は
除
外
き
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
他
の
諸
路
で
は
荊
湖
、
川
広
な
ど
の
異
民
族
と
の
接
触
面
を
も
っ
特
殊
な

地
域
を
除
い
て
は
主
客
の
別
な
く
編
排
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

つ
ま
り
内
郡
諸
路
立
は
結
保
の
規
模
が
半
分
に
縮
少
さ
れ
た
の
で
あ

る
が
、
開
封
府
界
と
沿
辺
五
路
で
は
客
戸
を
除
外
し
て
い
る
か
ら
か
な
ら
ず
し
も
規
模
縮
少
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
一
小
保
が

数
十
家
、
一
大
保
が
百
余
家
二
部
保
が
数
百
家
に
も
な
る
場
合
が
生
じ
、
そ
の
た
め
人
数
過
多
、
地
分
調
速
で
保
甲
の
実
体
を
な
さ
な
い
結
果

を
も
生
じ
、
そ
れ
故
司
農
寺
に
よ
る
開
封
府
界
、
五
路
も
客
戸
を
含
め
よ
と
の
主
張
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
造
簿
の
臼
を
ま
っ
て

請
う
所
の
如
く
施
行
せ
よ
」
と
の
詔
は
現
実
に
は
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
宋
会
要
輯
稿
兵
二
・
郷
兵
・
照
寧
九
年
五
月
十
五
日
条
に

要
州
安
撫
司
勾
当
公
事
程
之
元
言
。
編
排
保
伍
。
係
教
関
路
分
客
戸
革
附
保
在
外
。
本
州
自
来
多
兼
弁
之
家
。
至
有
数
百
客
戸
者
。
以
此

編
排
不
成
。
臣
欲
乞
。
将
主
戸
下
所
管
客
戸
。
依
法
編
排

と
あ
っ
て
、
教
閲
絡
分
で
は
客
戸
が
除
外
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
教
関
路
分
と
は
保
丁
が
輪
番
に
巡
検
司
、
県
尉
司
に
上
番
し
て
武

平
一
訟
の
教
習
を
受
け
る
と
と
も
に
巡
検
下
の
兵
士
、
県
尉
下
の
弓
手
の
役
割
り
を
も
受
け
も
た
さ
れ
る
路
分
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
開
封
府
界
、
沿

辺
五
路
、
荊
湖
川
広
等
の
一
部
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
岡
山
寧
九
年
ま
で
は
教
閲
路
分
で
は
客
戸
は
除
外
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ

れ
以
降
に
つ
い
て
も
、
宋
会
要
輯
稿
兵
二
・
義
勇
保
甲
・
元
豊
五
年
六
月
八
日
条
に
、
提
挙
河
東
路
保
甲
司
の
言
を
の
せ
、
そ
の
中
に
差
免
勅

の
原
文
「
保
印
以
二
丁
。
義
勇
以
三
丁
入
保
。
単
丁
客
戸
並
為
附
保
」
を
引
用
し
て
お
り
、
こ
の
差
免
勅
が
い
つ
の
も
の
で
あ
る
か
、
明
ら
か
で

な
い
が
、
単
丁
戸
、
客
戸
は
編
排
の
対
象
と
き
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
宋
会
要
輯
稿
の
同
項
の
元
祐
元
年
十
一
月
二
十
六
日
の
条
に
「
詔
。

府
界
三
路
保
甲
人
戸
。
五
等
以
下
土
地
不
及
二
十
畝
者
。
雄
三
丁
以
上
並
免
放
。
以
殴
中
侍
御
史
呂
陶
請
也
」
と
あ
っ
て
、
五
等
以
下
土
地
二

十
畝
に
及
ば
ざ
る
者
・
・
：
・
－
と
あ
り
、

い
か
に
も
五
等
戸

（
主
一
戸
ほ
五
等
が
下
限
）
以
下
の
戸
H
客
戸
を
払
く
ん
で
い
た
か
の
如
き
記
事
が
あ

北
宋
沿
辺
五
路
に
於
け
る
保
甲
編
排
に
つ
い
て
（
羽
生
）
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一五
O

る
。
と
こ
ろ
が
同
じ
く
元
豊
八
年
十
二
月
六
日
の
詔
に
「
府
界
三
路
保
甲
第
五
等
両
丁
之
家
免
冬
教
」
と
あ
っ
て
免
冬
教
の
優
遇
策
を
五
等
戸

に
お
い
て
い
る
点
か
ら
、
前
記
の
五
等
以
下
は
当
時
の
慣
用
的
な
用
法
で
あ
っ
て
、
五
位
一
寸
戸
を
さ
す
も
の
と
解
さ
れ
、
保
一
中
編
排
の
対
象
に
客

戸
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
て
あ
や
ま
り
な
い
よ
う
で
あ
る
。
吏
に
同
じ
く
宋
会
一
安
の
同
項
の
北
米
末
期
の
政
和
三
年
九
月
九
日
の
条

に
も
枢
密
院
の
言
を
の
せ
て
「
保
甲
令
諸
主
戸
商
丁
以
上
選
一
了
。
文
条
客
戸
並
令
阿
保
。
詔
応
称
主
戸
処
並
改
為
税
戸
」
と
あ
っ
て
、
北
宋

末
期

ιお
い
て
も
客
戸
は
保
甲
編
排
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
c

っ
た
と
考
え
て
あ
や
ま
り
あ
る
ま
い
）

（
以
上
の
諸
点
か
ら
、
県
寧
八
年
の
司
農
寺
の
請
は
実
行
せ
ら
れ
な
か

そ
れ
で
は
、
前
述
の
如
く
、

一
都
保
が
数
百
家
に
も
及
ぶ
と
い
う
よ
う
な
不
自
然
な
形
を
と
っ
て

一
小
保
が
数
十
家
、

一
大
保
が
百
余
家
、

ま
で
も
、
保
甲
の
編
排
か
ら
客
戸
を
除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
ど
う
ゅ
う
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
は
最
初
か
ら
保

治
安
警
察
組
織
と
し
て
出
発
し
た
保
甲
法
が
民
兵
組
織
と
し
て
の
保
甲
法
に
転
化
し
た
点
に
求
め

甲
法
が
内
包
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、

（

3
V
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
い
い
か
え
る
と
保
丁
の
負
担
の
増
大
で
あ
る
。
保
叩
法
施
行
当
初
の
保
丁
の
負
担
は
只
順
番
に
保
内
を
巡
警
す
れ
ば
よ
か

っ
た
の
で
あ
る
が
、
照
寧
四
年
十
一
月
に
は
開
封
府
界
の
保
丁
に
武
芸
を
教
習
す
る
よ
う
に
な
り
、
翌
五
年
七
月
に
は
主
戸
の
保
丁
を
巡
検
司

県
尉
司
に
番
上
さ
せ
る
な
ど
、
保
丁
の
負
担
増
大
が
目
立
っ
て
く
る
。
こ
こ
に
主
客
戸
の
別
な
く
両
丁
以
上
あ
る
ι

一
本
十
家
を
一
保
と
す
る
制
度

を
主
戸
五
家
を
一
保
と
す
る
制
度
に
変
更
す
る
必
要
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

前
述
の
知
く
、

一
小
保
が
数
十
家
、

一
都
保
が
数
百
戸
に
至
る
場
合
が
あ
っ
た
と
い
い
、
更
に
一
主
戸
下
に
数
百
の
客

一
大
保
が
百
余
家
、

戸
を
有
す
る
も
の
が
あ
っ
た
等
と
い
う
場
合
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
現
実
に
は
一
小
保
の
規
慨
は
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ

う
か
、
長
制
巻
三
三
七
元
曲
目
六
年
七
月
庚
申
条
に
開
封
府
界
及
び
沿
辺
五
路
の
保
叩
法
実
施
に
よ
っ
て
省
け
た
禁
軍
関
額
銭
な
ど
の
銭
数
及
び

保
甲
実
施
に
要
し
た
銭
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
都
保
数
、
員
数
、
都
副
保
正
、
大
保
長
、
小
保
長
数
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
表
示
す
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保
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六
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全
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C
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B
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数

一

八

豆

、

主

O

一
世
一
七
一
、
見
七
一
回
一
七
、
金
八
一
三
六
、
四
＝
一
一

項
一
主
客
戸
数
一
一
一
一
一
五
、
支
九
一
芸
一
六
、
C
一
一
八
一
実
凶
、
さ
二
八
間
六
、
四
皐
一

c
一

主

戸

／

小

保

一

一

七

一

号

、

一

一

一

面

、

一

一

一

一

七

、

一

一

項

一

主

答

／

小

保

一

一

一

一

、

七

一

去

、

一

一

四

六

、

一

一

三

一

一

北
片
木

hu辺
五
路
に
於
け
る
保
附
T
編
排
に
つ
い
て

羽
生

一首玉、一七二一

五
完
、
完
丸
一

z
＝、四一

四回、丸一
！五

四六豆、同ご八一

老
凶
、
一
七
五
一

一九、元一

一凶、＝一

ー宍六、、
-t -t 

、問（〕八、一七七

、
一
一
美
、
白
七

項

小大副保
甲
都
保
正

長節

保保保

長 長正 行級

都

保

数

員

数
（
除
都
副
保

正
大
保
長
）

義

勇

将

校

A 

言霊

開
封
府
界

一石六

六一一、六四八

昌一一
（己五七）

耳、。七六

九、一己品

一口六、一言七

六八口

一、問。凶

四一同一
八三九

八、（〕凶一一一
＝八一＝ー七七

＝、七一一同

一o、豆一五

四六、九瓦八

三一一口
七九六

一七、＝九五
六一
C

Z
九回

六、〔）一一回

一三、八六一

一一八、八一八

九九〕、一一八七

ほ
4
門
町
池
間
ロ
閣
内
忌
岡
崎
市
｜
雨
明
M
l
「岡！一

早

川

一

一

或

六

六

一

八

凶

一

品

一

一

完

O

一

六

四

九

一

一
一
五
、
五
山
一
六
一
回
。
品
、
C
八
六
一
一
五
五
、
善
一
六
一
主
目
、
一
重
一
4

一
五
・
晶
、
－
主
（
〕
一

七一一八、自

れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。



北
宋
沿
辺
五
路
に
於
け
る
保
甲
編
排
に
つ
い
て
（
羽
生
）

一五

こ
の
表
に
つ
い
て
若
干
の
説
明
を
加
え
る
と
、

A
項
は
元
豊
六
年
の
沿
辺
五
路
各
路
の
義
勇
保
甲
の
都
保
数
や
保
正
長
数
及
び
義
勇
将
校
等

の
数
及
び
義
勇
員
数
・

8
項
一
は
元
豊
九
域
志
に
よ
っ
て
計
算
し
た
各
路
の
主
客
戸
数
、

C
項
は
各
路
毎
の
小
保
え
ぬ
H
小
保
数
で
そ
の
路
の
主

客
戸
数
を
割
っ
て
出
し
た
一
小
保
当
り
の
戸
数
で
あ
る
。
今
C
項
H
開
封
府
界
、
沿
辺
五
路
の
一
保
当
り
の
主
戸
数
を
み
て
み
る
と
、
開
封
府

界
十
七
戸
‘
河
北
西
路
三
四
戸
強
、
河
北
東
路
四

O
戸
強
、
永
輿
軍
路
二
七
戸
強
、
秦
鳳
等
路
三

O
戸
強
、
河
東
路
二

O
戸
弱
、
客
戸
を
ふ
く

め
る
と
、
開
封
府
界
二
二
戸
弱
、
河
北
西
路
四
六
一
戸
強
、
河
北
東
路
五
七
戸
強
、
永
輿
軍
路
三
七
戸
弱
、
秦
鳳
等
路
四
五
戸
弱
、
河
東
路
二
四

戸
強
で
あ
る
、
主
戸
数
の
最
大
は
河
北
東
路
の
四

O
戸
強
、
最
小
の
開
封
府
界
で
も
一
七
戸
で
あ
る
、
平
均
を
と
る
と
二
七
戸
弱
で
あ
る
。
こ

れ
に
附
保
の
客
戸
を
ふ
く
め
る
と
最
大
の
河
北
東
路
で
五
七
戸
強
で
あ
り
、
最
小
の
開
封
府
界
で
も
二
二
戸
弱
で
あ
る
。
平
均
す
る
と
三
七
戸

弱
と
な
る
。

右
の
統
計
か
ら
考
え
る
と
、
五
家
を
一
小
保
と
す
る
と
い
う
小
保
は
、
単
に
隣
近
の
五
家
を
結
ん
で
小
保
を
構
成
し
た
と
い
う
よ
う
な
も
の

で
な
く
、
実
質
的
に
は
非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
今
宋
代
に
お
け
る
自
然
村
が
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
か

と
い
う
と
、
こ
れ
は
地
域
差
に
よ
っ
て
大
小
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
平
均
す
る
と
三
、
二
十
家
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
予
よ
く

自
然
村
の
一
戸
数
を
問
題
と
す
る
場
合
に
引
用
さ
れ
る
史
料
で
あ
る
が
、
長
一
漏
巻
二
八
O
照
寧
十
年
正
月
実
酉
の
条
に
「
詔
。
諸
路
村
不
及
五
戸
。

別
村
議
達
者
。
許
通
附
保
戸
」
と
あ
る
や
、
宋
会
要
輯
稿
食
貨
六
一
、
至
道
二
年
五
月
条
に
「
知
懐
川
上
言
。

（
中
略
）
。
縁
河
両
岸
使
水
二

十
村
二
百
二
十
五
戸
。
涜
得
田
土
約
六
百
八
十
余
頃
」
な
ど
と
あ
る
は
一
村
戸
数
が
五
戸
に
満
た
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
平
均
し
て
一
一
戸

強
の
例
で
あ
る
。
更
に
五
代
会
要
巻
二
五
回
貌
の
項
に

周
顕
徳
五
年
十
月
詔
。
諸
道
州
府
令
団
併
郷
村
。
大
率
以
百
戸
為
一
因
。
選
三
大
戸
為
替
長
。
凡
民
家
之
有
姦
盗
者
。
三
大
戸
察
之
。
民

回
之
耗
登
者
。
一
二
大
戸
均
之
。
の
毎
及
三
載
即
一
如
是

と
あ
っ
て
五
代
後
周
の
顕
徳
五
年
に
郷
村
を
団
併
し
て
百
戸
を
一
回
と
し
、
そ
こ
に
三
人
の
書
長
を
置
い
た
例
も
あ
る
。
こ
の
百
戸
一
ニ
岩
田
長
は



百
戸
が
三
自
然
村
か
ら
な
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
か
ら
一
自
然
村
は
三

O
戸
内
外
と
な
る
。

以
上
自
然
村
の
規
模
が
三

O
戸
内
外
と
す
る

と

一
小
保
の
規
模
は
、
平
均
主
客
戸
あ
わ
せ
て
三
七
戸
弱
で
あ
る
か
ら
一
自
然
村
に
も
相
当
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
う
考
え
る
な
ら
ば
保
甲

法
が
役
法
に
転
化
す
る
過
程
も
納
得
が
い
く
よ
う
に
思
う
。
王
安
石
の
保
甲
法
の
施
行
と
ほ
と
ん
ど
時
を
同
じ
く
し
て
募
役
法
が
施
行
さ
れ
た

が
、
こ
れ
は
民
か
ら
免
役
銭
を
徴
収
し
、
戸
長
、
書
長
、
壮
丁
な
ど
今
ま
で
郷
村
の
差
役
で
あ
っ
た
職
役
人
を
ζ

の
免
役
銭
で
雇
募
す
る
制
度

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
保
甲
法
が
施
行
さ
れ
、
こ
の
制
度
が
整
備
強
化
さ
れ
て
く
る
と
、
番
長
、
戸
長
の
職
を
保
正
や
大
保
長
が
行
う
よ
う
に

な
り
、
保
甲
が
役
法
に
転
化
す
る
こ
と
と
な
る
。
長
編
巻
二
六
三
照
寧
八
年
間
四
月
乙
己
の
条
に

諸
県
有
保
甲
処
日
龍
戸
長
壮
丁
。
其
弁
警
長
罷
之
。
以
罷
者
壮
銭
募
承
帖
人
。
毎
一
都
保
二
人
隷
保
正
主
承
受
本
保
文
字
。
郷
村
毎
主
戸

十
至
三
千
輪
保
丁
一
充
甲
頭
。
主
催
租
税
常
平
免
役
銭
。

一
説
一
替
。
（
中
略
）
凡
盗
賊
闘
殴
煙
火
橋
道
等
事
責
都
副
保
正
大
保
長
管
勾
。

都
副
保
正
視
旧
番
長
。
大
保
長
視
旧
壮
丁
法
。
未
有
保
甲
処
。
編
排
畢
準
此

と
あ
っ
て
保
甲
あ
る
処
で
は
、
戸
長
。
書
長
、
壮
丁
の
募
役
を
や
め
、
そ
の
銭
で
承
帖
人
を
一
一
募
し
、
旧
の
奮
長
の
役
を
都
副
保
正
が
、
壮
丁
の

役
を
大
保
長
が
行
う
こ
と
と
し
、
戸
長
の
役
は
、
新
に
郷
村
に
主
戸
十
家
乃
至
三
十
家
を
単
位
と
し
て
保
丁
一
名
を
輪
差
し
て
甲
頭
と
し
、
こ

れ
に
催
税
の
事
を
担
当
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
保
甲
の
役
法
転
化
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
主
戸
十

家
乃
至
三
十
家
を
単
位
と
し
て
催
税
甲
頭
が
置
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
一
戸
長
の
催
税
戸
数
は
福
州
の
例
で
あ
る
が
、
淳
照
三
山
志
に
よ

長
と
曹
長
の
比
率
は
大
約
一
対
3
の
割
合
で
あ
る
点
か
ら
、

れ
ば
、
平
均
し
て
治
平
年
間
で
一
警
長
が
主
客
あ
わ
せ
て
四
百
四
十
余
戸
、
元
豊
年
間
で
は
主
戸
数
二
百
五
十
余
戸
を
管
轄
し
て
い
る
か
ら
戸

二
戸
長
は
大
約
主
戸
七
百
五
十
戸
を
管
轄
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
）
こ
れ
は
福
州

一
州
の
例
で
あ
る
が
、

一
戸
長
の
催
税
戸
数
は
大
約
五

O
O戸
t
一
0
0
0戸
の
間
と
み
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
こ
の
戸
長
の
催
税
事

務
を
新
に
主
戸
十
戸
乃
至
三
十
戸
か
ら
保
丁
一
名
を
選
ん
で
催
税
甲
頭
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
甲
頭
の
単
位
十
戸
乃
至
三
十
戸
は
只
漠
然
と

き
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
そ
こ
に
は
な
ん
ら
か
の
基
準
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
基
準
は
な
に
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
小
保
を
基
準
と

北
宋
沿
辺
五
足
に
於
け
る
保
甲
編
排
に
つ
い
て
ハ
羽
生
〉

一
五
三



北
宋
沿
辺
五
路
に
於
け
る
保
甲
編
排
に
つ
い
て
（
羽
生
）

一
五
回

し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
開
封
府
界
、
沿
辺
五
路
の
一
小
保
の
平
均
主
戸
数
は
二
十
七
戸
と
な
る
。
又
宋
代
の
自
然
村
の
戸
数
は
二
十

t
三

十
戸
と
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
小
保
の
規
模
と
催
税
申
頭
の
催
税
戸
数
と
自
然
村
の
戸
数
が
大
体
一
致
す
る
こ
と
と
な
る
。
小
保
戸
数

H
甲
頭
催
税
戸
数
日
自
然
村
戸
数
と
い
う
関
係
が
成
立
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
保
甲
法
が
役
法
に
転
化
す
る
過
程

も
う
な
ず
け
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
五
家
を
単
位
と
す
る
小
保
は
自
然
村
に
立
脚
し
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
自
然
村
に
立
脚
し
た

と
こ
ろ
に
保
甲
が
役
法
に
転
化
す
る
要
素
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
主
戸
十
家
乃
至
三
十
家
を
単
位
と
す
る
催
税
甲
頭
の
制
は
止

斉
先
生
文
集
巻
三
転
対
論
役
法
割
子
に

紹
聖
二
年
二
月
詳
定
所
言
。
郷
村
毎
一
都
保
。
保
正
副
外
大
保
長
八
人
。
其
保
丁
輪
充
甲
頭
。
皆
最
下
戸
人
。
既
不
服
事
。
率
難
集
按
。

大
保
長
各
二
年
替
・
宜
以
都
保
租
税
輸
。
二
人
分
一
税
一
替
。
而
罷
甲
頭
。
於
是
催
科
悉
用
大
保
長
突
。

と
あ
る
如
く
、
紹
聖
二
年
に
な
る
と
催
税
甲
頭
の
制
は
罷
め
ら
れ
、
代
っ
て
大
保
長
が
催
税
の
任
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
甲
頭
に

任
ぜ
ら
れ
た
者
が
下
等
戸
で
、
形
勢
戸
、
富
強
戸
な
ど
の
催
税
に
困
難
を
き
た
し
た
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
都
保
内
の
有
力
一
円
で
あ
る
大
保
長

が
都
保
内
の
催
税
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
都
保
の
戸
数
は
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
前
表
に
よ
っ
て
計
算
す
る

と
、
主
戸
は
開
封
府
界
六
六
五
戸
、
河
北
東
路
六
七
四
戸
、
河
北
西
路
七
三
八
戸
、
永
輿
寧
路
七
四
三
戸
、
秦
鳳
等
路
一
二
二
八
戸
、
河
東
路

七
一

O
戸
と
な
る
。
客
戸
ま
で
ふ
く
め
る
と
開
封
府
界
八
五
三
戸
、
河
北
東
路
九
五
四
戸
、
河
北
西
路
九
九
七
戸
、
永
輿
軍
路
二
一

O
三
戸
秦

鳳
等
路
八
八
四
戸
と
な
る
。
主
戸
の
み
で
は
秦
鳳
等
路
の
一
二
二
八
戸
を
の
ぞ
い
て
大
率
七

O
O戸
内
外
、
客
戸
ま
で
含
め
る
と
秦
鳳
等
路
の

一
二

O
三
戸
を
の
ぞ
い
て
大
率
一

0
0
0戸
内
外
で
あ
る
。
こ
れ
を
二
戸
長
の
催
税
戸
数
と
比
較
L
て
み
よ
う
。
先
に
一
言
し
た
如
く
福
州
で

は
平
均
主
戸
数
七
五

O
戸
内
外
よ
り
類
推
し
て
他
州
も
五

0
0戸
t
一
0
0
0戸
位
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
お
い
た
。
こ
の
判
断
が
正
し
い
と
す

る
と
一
戸
長
の
催
税
戸
数
と
大
保
長
の
催
税
主
戸
数
H
都
保
内
の
主
一
戸
数
と
は
大
体
に
於
い
て
一
致
す
る
。

以
上
の
諸
点
か
ら
小
保
や
都
保
の
規
模
は
机
上
で
考
案
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
現
実
に
則
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
従
来
の
郷
村



制
の
上
に
立
脚
し
て
そ
れ
に
合
う
べ
く
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
尚
こ
こ
で
一
一
一
目
し
て
お
く
と
荷
宋
に
入
っ
て
都

や
保
が
新
な
行
政
区
轄
と
し
て
登
場
し
て
く
る
が
、
そ
の
都
の
戸
数
は
一

0
0
0戸
i
二
0
0
0戸
に
も
及
び
北
宋
の
都
保
と
は
そ
の
規
模
の

面
に
於
い
て
は
な
は
だ
し
い
差
を
感
じ
さ
せ
る
が
今
見
て
き
た
如
く
都
は
北
宋
に
す
で
に
主
戸
の
み
で
七

O
O戸
内
外
、
客
戸
を
ふ
く
ま
せ
る

と
一

C
C
C戸
内
外
と
い
う
数
に
上
っ
て
お
り
、
必
ら
ず
し
も
南
宋
に
至
っ
て
急
増
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

以
上
、
の
ベ
て
き
た
こ
と
要
約
す
る
と
王
安
石
の
保
甲
法
は
、
開
封
府
界
、

治
辺
五
時
で
は
客
戸
は
除
外
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
五
家
一
少
保

の
小
保
は
現
実
に
は
三
十
戸
近
く
、

」
れ
は
一
自
然
村
に
も
匹
敵
す
る
規
模
の
も
の
で
あ
る
こ

客
戸
支
で
合
め
る
と
四
十
戸
近
く
に
な
り
、

と
、
い
い
か
え
る
と
日
然
村
の
規
杭
を
ふ
ま
え
た
上
に
小
保
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
、

」
こ
に
保
甲
法
が
役
法
に
転
化
す
る
（
例
え
ば
三
十
家

一
叩
の
叩
頭
催
税
な
ど
）
京
地
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
、
保
甲
法
が
役
訟
に
転
化
し
た
の
ち
の
問
題
に
も
ふ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
他
日
を

期
し
た
い
。

注
(1) (3) 

河
北
、
河
策
、
侠
向
の
所
訓
間
内
引
辺

μ
川
叩
に
保
叩
訟
が
排
定
さ
れ
た
の

は
開
針
山
川
よ
り
お
く
れ
る
こ
と
二
年
八
月
の
ち
の
際
学
六
年
八
月
に

至
っ
て
で
あ
る
（
長
編
巻
二
四
六
配
山
中
六
年
八
月
戊
胤
）

宋
会
要
料
稿
兵
二
、
義
出
刀
保
川
T

、
元
拍
一
一
年
正
月
十
二
日
の
条
に

「
左
諌
議
大
夫
鮮
子
佐
一
一
一
一
口
、
照
卒
中
以
戎
総
夷
渋
主
客
戸
通
為
義
勇

保山
T
：
・
」
と
あ
っ
て
図
。
反
と
鈍
す
る
戎
協
な
ど
の
板
辺
の
地
で
は
主

客
の
別
な
く
住
民
全
体
が
保
叩
に
縦
刻
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
全

般
的
に
は
極
め
て
ま
れ
な
例
で
あ
る
。

拙
稿
、
「
北
宋
の
巡
検
と
保
叩
法
（
史
淵
九
二
桝
）
参
照

（
・
史
洲
九
七
料
）

）
 

』（
 

「
叶
川
保
叩
以
家
聯
保
以
丁
聯
兵
、
小
保
長
以
上
縁
丘
一
置
（
朱
会
要
輯

前
兵
二
義
勇
保
甲
、
元
袋
五
年
三
月
十
七
日
）
と
あ
っ
て
小
保
長
は

丁
数
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
実
に
は
開

封
川
六
人
に
一
小
保
長
を
の
ぞ
い
て
五
人
以
下
で
あ
る
。
そ
れ
故
一

小
長
日
一
小
保
と
し
て
計
算
し
て
大
過
な
い
。

佐
竹
清
彦
「
宋
代
郷
村
制
度
之
形
成
過
程
」
（
東
件
竹
史
引
先
二
十
五

ノ二一）
制
制
「
北
沫
の
香
川
刊
に
つ
い
て
」

(2) 

(5) (6) 

北
ん
氷
山
川
辺
五
起
に
於
け
る
保
叩
一
縦
釧
に
つ
い
て
と
羽
生
）

一十五五




